
Ｇ空間情報プロジェクトの推進について

自治体等におけるオープンデータの普及拡大、
オープンデータ活用による様々なサービスの創出

【総務省】【経済産業省】

超高分解能合成開口レーダの

開発結果の活用等による

宇宙インフラの輸出の実現

【経済産業省】

東京オリンピック・パラリンピックを契機に
オープンデータ環境下における歩行者移動

支援サービスの全国的な普及・展開
【国土交通省】

観測衛星観測データの

迅速かつ高頻度な提供による

効果的な防災・減災活動への

貢献【文部科学省】

Ｇ空間プラットフォームの民間開放による
Ｇ空間情報を活用した様々なサービスの創出の促進

【総務省】【国土交通省】
きめ細やかな作業機の
制御と自動走行とを

組み合わせた
スマート農業システムの実現

【農林水産省】

準天頂衛星や
３次元地図、屋内のシームレスな
測位等を活用した一層高度な
Ｇ空間×ＩＣＴ利活用モデルの
全国的な普及による経済再興

への貢献【総務省】

平時の防災訓練、高齢者・要援護者対策等、
地域の事情に応じた活性化策にも活用可能な

Ｇ空間防災システムの普及・全国展開【総務省】

国際的なスケールで構想できる

人材育成による宇宙インフラを利用した

防災・交通等重要な社会基盤サービス

の効率的な実現

【文部科学省】

超高分解能合成開口レーダの製造、
試験、及び軌道上実証

【経済産業省】

アジア/太平洋地域の対象国における
高精度測位によるナビゲーションシステム等の

実現可能性調査及び実証【経済産業省】

具体的な海外展開戦略の
策定等による我が国の宇宙インフラシステム

の海外展開支援【内閣府】

総合防災情報システムの他機関システムとの連携強化
及びインターネット活用による防災情報提供 【内閣府】

消防援助隊情報の
システム更改及び

対応可能なヘリコプター
整備の拡大【総務省】

国土交通省関連の情報を集約する
電子防災情報システムの構築による

災害対応の実施【国土交通省】

準天頂衛星測位等を
活用した自律走行の
要素技術の開発、

耕うん～収穫の一連の農作業を
体系的に行う実証、
経済性の評価 等
【農林水産省】

陸域観測技術衛星

「だいち２号」による

観測データを速やかに

提供する体制の構築

【文部科学省】

平成28年度からの本格運用に向けた
Ｇ空間プラットフォームの開発実証

【総務省】【国土交通省】

公共データの民間開放や社会での
効果的な利活用に向けた環境の整備、
必要なツールの開発やルールの策定等

【総務省】【経済産業省】

民間事業者が中心となって
準天頂衛星、３次元地図、ビッグデータ等

を利用したバリアフリーナビ等、
革新的なサービス実証【総務省】

〔基礎的な地図情報等の整備・更新〕 • 地籍整備の推進【国土交通省】 3,500百万円、 11,720

百万円
〔実用準天頂衛星システムの整備〕 • 実用準天頂衛星システムの開発・整備・運用【内閣府】 14,820百万円、＿＿

＿ 12,499百万円
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補

陸域観測技術衛星「だいち２号」等の
観測データの開発途上国を中心とした諸外国の

関係機関への提供【文部科学省】

平成25年度補正予算、及び平成26年度政府予算関連 主要施策

2018年（平成30年度） ～実用準天頂衛星４機体制へ～

2020年（平成32年度）～東京オリンピック・パラリンピック開催～

準天頂衛星の４機体制の整備を睨んだ
Ｇ空間情報活用地域活性化

サービス等の実証の実施
【国土交通省】

警察の交通情報と
民間プローブ情報とを
融合するシステム及び
バックアップ装置の運用

【警察庁】

収集するプローブ情報の
増加に対応した交通状況の更なる

把握・提供【警察庁】

迅速な基盤地図情報・電子国土基本図の
更新、ニーズを踏まえた質の高い整備・提供

【国土交通省】

基盤地図情報・電子国土基本図の
国土管理、防災対策等に重要な

地理空間情報を整備・更新
【国土交通省】

歩行者移動支援サービスにおける
共通的な利用ルールの策定や
低コスト化のための技術開発

【国土交通省】

 アジア／太平洋地域における準天頂衛星の高

精度測位サービス実証事業 【経済産業省】

_____50百万円

 宇宙インフラを活用した海外防災システムの戦

略策定調査 【内閣府】 25百万円

 超高分解能合成開口レーダの小型化技術の

研究開発 【経済産業省】 3,820百万円

 宇宙インフラ活用人材育成のための大学連携

国際教育プログラム【文部科学省】 宇宙航

空科学技術推進委託費（393百万円)の内数

 アジア地域の国々で災害関連情報を共有する

「センチネルアジア」プロジェクトの推進等による

衛星データの提供【文部科学省】 JAXA 

運営費交付金（112,133百万円)の内数

 歩行者移動支援の普及・活

用の推進 【国土交通省】

_____39百万円

 災害に強いＧ空間シティの構

築等新成長領域開拓のため

の実証事業【総務省】

_____2,400百万円の内数

 Ｇ空間情報を活用したサービ

スの運用確立のための実証

プロジェクト 【国土交通省】

_____115百万円_

 _

 土地利用型農業におけるほ場作

業のロボット化等の生産現場強化

のための研究開発【農林水産省】

委託プロジェクト研究（1,877百

万円)の内数

 森林情報のデータ形式の標準化

、将来の資源量予測等のシミュレ

ーション技術の開発等【農林水産

省】 81百万円

 産学の英知を結集した革新的な

技術体系の確立【農林水産省】

_____   10,000百万円の内数

 Ｇ空間プラットフォームの構築【総務省】 ＿

_____1,400百万円

 Ｇ空間プラットフォームの整備に向けた運用ルール

等の検討【国土交通省】 103百万円の内数

 基盤地図情報・電子国土基本図の更新 【国土

交通省】____  1,567百万円

 衛星画像の整備・提供【経済産業省】

_____708百万円

 公共データの横断的利活用促進のための実証

実験等の実施【総務省】 288百万円

 民間サービス利用に向けた地理空間情報と各

種の公共データ利用の整理・実証【経済産業省

】 電子経済産業省構築事業(210百万円)

の内数

 総合防災情報システムの整備と運用 【内閣府】

_____336百万円

 基盤地図情報・３次元の精密標高データ等と被災状

況等を電子地図上で重ね合わせ分析、共有できる

電子防災情報システムの整備等 【国土交通省】

____ 462百万円、 105百万円__

 緊急消防援助隊動態情報システム及びヘリコプター

動態管理システムの整備・運用 【総務省】 ＿

_____226百万円、 114百万円

 プローブ情報の活用による災害時の交通情報サービ

ス環境の整備 【警察庁】 ____548百万円、 12

百万円
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 広域災害監視衛星ネットワーク関係調査事業 【内閣府】 _250百万円

 広域・詳細な被災状況を把握できる地球観測衛星の開発、利用実証等 【文部科学省】 _6,494百万円、 4,493百万円________________

Ｇ空間プラットフォームの具体的な
機能（検索･入手等）について開発実証、

地図データ整備の効率化実証等
【総務省】【国土交通省】

陸域観測技術衛星「だいち２号」
を平成26年５月24日に打ち上げ

【文部科学省】

Ｇ空間防災システム構築に
向けた実証事業において都市
災害時の地下街等閉鎖空間に
おける情報伝達等のテーマで

実証【総務省】

準天頂衛星等を活用した革新的な
サービス実証において３次元地図を

活用したバリアフリーナビ等のテーマで実証
【総務省】

宇宙インフラを活用した
防災システムの海外展開について、

ASEANやブラジルと調整開始
【内閣府】

防災システムの構築G空間情報センター構築 IT農林水産業の構築 海外展開
基盤情報整備、オー
プンデータ連携など

（屋内外避難誘導などを含む） 地域活性化
観光、安全安心な

まちづくりなど

＜具体化した主な事業内容等＞

自動走行トラクター等の
ほ場における

農作業（耕うん、代かき、
田植え、収穫）について
順次実証実験を実施

【農林水産省】

「センチネルアジア」のさらなる発展等のため
国際的なタスクフォース設置に向けた

関係国への呼びかけ開始【文部科学省】

（赤字 ： H26年度に具体化した事業内容等）

刻々と変化する被災状況や
応急対応状況等を表示する

電子防災情報システムの開発、
ビッグデータを活用した被災・浸水等の

情報の収集・共有等
【国土交通省】

「ＩＣＴを活用した
歩行者移動支援の

普及促進検討委員会」
の設置を決定
【国土交通省】

準天頂衛星システムを活用した
より高度な防災システム構築に向けた

地下街等閉鎖空間、山間部・過疎地等への
情報伝達等、避難誘導・救援活動等

の実証【総務省】

実現可能性・
事業継続性等の視点から

Ｇ空間情報を活用した
サービスの実証
【国土交通省】

「オープンデータ化ガイド」の改訂、
オープンデータを活用したアイディアや
アプリのビジネス化を支援する枠組みの

構築等によるオープンデータ化推進
【総務省】【経済産業省】

海外連携大学における
集中講義・演習の拡大による
教育プログラムや教材の改良

【文部科学省】

宇宙インフラ活用人材を育成
するための国際シンポジウムの実施、

教育プログラムの整備等
【文部科学省】

総合防災情報システムの活用による
災害対応・情報共有の推進【内閣府】
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